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情報処理 セ ンター新 システムの概要

情報処理センター 横 田 浩

1.新 シ ステ ム の概 要

2001年 度 の システ ム更新1)で 、 汎用 コ ンピュー タや ス ーパ ー ミニ コ ン ピュー タを廃止 し、

ワー クス テー シ ョンに よ り高速 大容量 の計算 や多人数教 育 を行 う方 式 に変 更 した。 さ らに、

教 室 の クライア ン ト機 に、全 学生 のIDを 配布 し、GUI形 式 の授 業 を効果 的 に行 うため に、

セ ンター ・モ ニ タ リング ・シス テムや フ.ロジェク ターを設 置 した。2005年 度 の更新 で は
、

2001年 度 の 方 式 を 継 承 した。 そ の 上 で 、 各 電 算 実 習 室 に教 員 向 け教 育 支 援 シス テ ム

(CAMPUSESPer)を 導入 し、 よ り授業 で の便宜 を はか った2)。

今年 度 の更新 も、 基本 的 に は従 来 の方 式 を踏襲 して い るが、大 きな変更 が1点 と、追加

が1点 あ る。変更 は、計 算 サーバ を廃止 した ことで あ る。追加 した点 は、e一ラー ニ ングサ ー

バ の設 置 で あ る。 図1に 全 体 の構成 図 を示 す
。

(図1)
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2.サ ー バ 類

サ ー バ は3種 類 の もの か ら構 成 され て い る。1つ[は 、 イ ン トラ ネ ッ ト用 の サ ー バ 、

lsrv1,1srv2お よ びlsrv3で あ る。2っ 目 は 、Windows系 の ユ ー ザ 管 理 と フ ァ イ ル サ ー バ

の 役 目 を す るwsrvO1お よ びwsrvO2で あ る。3つ 目 は、e一 ラ ー ニ ン グ用 の サ ー バle-ln

お よ びwe-1nstで あ る。

イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ー バ は、 主 記 憶 容 吊4GB,補 助 記 憶 容 量320GB(+バ ッ ク ア ップ

用250GB)の3台 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンか ら構 成 さ れ て い る。OSはUNIXで あ る。 これ

らは、 イ ン トラ ネ ッ ト教 育 用 に 構 成 さ れ て お り、 メ ー ル サ ー バ とWebサ ー バ は常 に稼 動

して い る。 一一般 ユ ー ザ はす べ て の サ ー バ を 利 用 で き る が 、 授 業 受 講 の学 生 は1srv1ま た は

1srv2の い ず れ か の み 使 用 で き る よ うに な って い る。

な お、 更 新 の 都[1ヒ の 問 題 で あ る が サ ー バ 名 がlsrvで あ る の は 、 若 干 の トラ ブ ル を 引

き起 こ して い る。 「1」 は小 文 字 の 「エ ル」 で あ るが(リ ナ ック スlinuxか ら と って い る)、

学 生 は 「イチ 」 と 入 力 した り して い る の で 注 意 願 い た い。

Windows系 の ユ ー ザ 管 理 と フ ァ イ ル サ ー バ の 役 〕 を す る ドメ イ ンサ ー バ は、 主 言己憶 容

量4GB、 補 助 記 憶 容 吊1.2TBの プ ラ イ マ リー ・ ドメ イ ン ・コ ン トロ ー ラで あ るwsrvO1と

主 記 憶 容 量2GB、 補 助 記 憶 容 量600GBの バ ック ア ップ ・ ドメ イ ン ・コ ン トロ ー ラで あ る

wsrvO2の2台 で 構 成 さ れ て い る。OSはWindowsServer2008で あ る。 サ ー バwsrvO1は 、

全 利 用 者 の ホ ー ム デ ィ レク ト リを持 って い る。 利 用 者 の ホ ー ム デ ィ レ ク ト リをZド ラ イ ブ

と し、Yド ラ イ ブ を 教 材 保 存 用 の 領 域 と した 。 さ ら に、1人 の 学 生 が利 用 で き る補 助 記 憶

容 量 の 限 度(ク ォー タ)を 一 般 学 生 は100MBか ら200MBへ 、 大 学 院 生 は500MBか ら1

GBヘ ア ップ し、 利 用 者 へ の 便 宜 を は か った 。

2006年 に運 用 を 開 始 した 、 イ ン トラ ネ ッ トサ ー バ(現 在 は1srv1)を 用 い た 学 生 の た め

の 「学 習(教 育)支 援 シ ス テ ムD」 は 著 作 権 等 の 関 係 もあ り、 学 外 か らの ア ク セ ス が で き

な い な ど、 多 くの点 で 不 十 分 で あ った 。 今 年 度 、 学 外 か ら も ア ク セ スで き、 動 画 配 信 等 に

も対 応 で き る よ う に、e一 ラ ー ニ ング 專 用 の サ ー バ を 設 置 した 。 主 記 憶 容 量4GB、 補 助 記

憶 容 量600GBのe一 ラ ー ニ ン グ用Webサ ー バle-lnと 、 主記 憶 容 量4GB、 補 助 記 憶 容 量

1.35TBの ス ト リー ミ ン グ サ ー バwe-1nstの2台 で 構 成 さ れ て い る。 正 司 先 生 の ご努 力 で

2009年 度 後 期 よ り運 用 が 開 始 され た 。 詳 細 につ いて は、 本誌 の論 文Pを 参 照 して くだ さ い。

3.電 算 実 習 室

教 室 の ク ライ ア ン ト機 は、OSと してWindowsVistaBusiness32ビ ッ ト版 、 応 用 ソ

フ トウ ェ ア と してMSOfficeProfessionalPlus2007を 搭 載 したパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー

タ を導 入 した。 す べ て の パ ソ コ ンに 、 画 像 処 理 プ ロ グ ラムPhotoShopE!ements7日 本

語 版 、 統 計 処 理 用 プ ロ グ ラ ムSPSS、 地 図 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ムARC/GIS等 を 引 き続 き導
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入 した。 すべ てのパ ソ コ ンに ウ ィルスチ ェ ックプ ログ ラムを導 入 して セキ ュ リテ ィ対策 を

行 って い る。 また、(授 業 時の 出欠確認 、 教材 配 布 な どの)教 育 支援 用 の ソフ トウ ェアは

CAMPUSESPerか らWING-NETに 変 更 とな った。 ハ ー ドウェ アの面 で は、 今 回 の更

新 で、 フ ロ ッピ ィデ ィス ク ドライ ブを外 し、 代 わ りに、 各種 の カー ドメモ リが使 用 で きる

よ うに した○

各電算 実習 室 につ いて は、 おお むね上 記 の変更 を除 けば、大 きな変更 はな い。

第1電 算実 習室 に は、62台 の ク ライア ン ト機 を設置 した。教 員用 ク ライ ア ン ト機 と して

ノー ト型 パ ソコ ンを配 置 し、 プ ロ ジェ ク タに よ り教 員用 ク ライ ア ン ト機 の画 面 を表示 で き

るよ うに した。 ま た、教 育 支援 用 のパ ソコ ンを教 員用 の教 卓 の横 に配置 した。 高 速 ネ ッ ト

ワークプ リンタ と して、 モ ノ クロ川 とカ ラー用 の各1台 ず っ設 置 した。

第2電 算実 習室 は、 クライア ン ト機 が46台 で あ る以外 は、第1電 算実 習室 と同 じで あ る。

ただ、授業 で 使用 しない ときは 自習室 も兼 ね て い るため、 デ ジカメ専用 の プ リンタお よび

(イ メ ー ジお よびハ ンデ ィ)ス キ ャナ を設 置 して い る。

第3電 算 実習 室 も、基 本 的 には、 ク ライ ア ン ト機 が48台 で あ る以 外 は人 きな違 い はな い

が、 セ ンターモ ニ タ リング方式 を採 用 して い る(そ の ため、 プ ロ ジェ ク タはな い)。 さ ら

に、 マルチ メデ ィア対応 の ため の ビデ オ映 像 システ ム、 イ メー ジスキ ャナお よ び書 画 カメ

ラが設 置 され て い る。

第4電 算 実習 室 は、少 人数教 育 の ため に20台 の クライ ア ン ト機 と高 速 カ ラー プ リンタの

み を設 置 して い る。教 育 用 に ポー タブル プ ロ ジェ ク タお よび学 習 支援 用 のパ ソコ ンを配 置

してい る。

4.共 同 利 用 ク ラ イ ア ン ト

甫 子 化 さ れ た デ ー タの 交 換 の た め にWindows機(主 記 憶4GB、 補 助 記 憶500GB、OS

はWindowsVistaBusiness)、Macintosh(主 記 憶4GB、 補 助 記 憶160GB、OSはMac

OSXLeopard)を 各1台 ず っ 設 置 した 。 両 機 に グ ラ フ ィ ッ ク ソ フ トウ ェ アDesign

Premium3.3日 本 語 版 を導 入 して い る。Mac機 に はOffice2008forMacを イ ン ス トー

ル して あ る。 ま た 、 前 回 ま で の グ ラ フ ィ ッ ク ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの 代 わ りに 、 入 出力 パ ソ

コ ン(Windows機 、 主 記 憶2GB、 補 助 記 憶160GB)5台 を設 置 して い る。 ま た 、 実 習 室

と同 じ環 境 の ク ラ イ ア ン ト機 を教 材 開 発 等 用 に5台 設 置 して い る。 ま た 、 カ ラー フoロ ッ タ

も設 置 して い る。 これ らを 使 用 希 望 の と き は 、 セ ン タ ー事 務 室 ま で 連 絡 くだ さ い 。

5.ま とめ

今回 の更新 にあた って は、学生 教育 の更 な る充 実 を第1目 的 と した。 そ の ため、主 に研

究 用 に使 用 され て いた計 算 サ ーバ を廃 止 した。 これ らで は、一部 プ ロ グ ラ ミングな どの授
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業 も行 われ て いたが、 各 サ ーバの能 力 もLが りイ ン トラネ ッ ト用 のサ ーバ等 で対応 が可能

であ るか らで あ る。 また、学 習 支援 システムの さ らな る拡 充 の た めに、e一ラーニ ング シス

テ ムを導 入 した。 これ らは、実 際 に利用 されて こそ効 果が あ るの で、 多 くの利用 を期待 し

た い。
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